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１月８日（火）「平成最後の○○」という言葉が巷できかれる昨今ですが、新しい

年を迎え、本校も３学期を迎えました。３学期は３年生が本校で迎える最後の学期。

２年生、１年生でも数々の行事が控えていますが、気持ち新たに頑張りましょう。 

始業式では、來田校長先生から「あたりまえのことをきっちりできる西高生」を今

年の目標として、みんなで誇れる学校を作っていこうと挨拶がありました。 

最後には、校長先生から生徒の皆さんへのお年玉として、こころに残った曲 半崎

美子さんの「明日への序奏」を聞きました。負けそうなときやくじけそうな時、 自

分の想いや声にもう一度耳を傾けることで、自身を励まし、信じる勇気が答えになる そんな想いがこもった曲

です。  

 

 

 

 

伊丹市中高合同演劇フェスティバル、通称「アイフェス!!」は、アイホール（伊丹市

立演劇ホール）の協力態勢の下、毎年３月末に実施されています。プロが使用する舞台、

照明、音響設備を贅沢に使い、ホールのスタッフさんの多大な協力を受けて、各校が１

時間の芝居を上演します。 

１月７日（月）「アイフェス!!2019」に先駆けて、実際に、アイホールの音響や照

明装置を自分たちで操作をし、効果的な演出効果を考える技術講習会が実施され、県立

伊丹・市立伊丹・伊丹北・武庫之荘総合・伊丹西の演劇部生徒が参加しました。「アイ

フェス!!2019」は３月３０・３１日、アイホールにて開催されます。入場無料です。

みなさん是非見に来てください。 

 

 

 

 

あれから２４年がたちました。いつまでも私たちのこころに刻みつづけることを願い追悼行事を行いました。

以下は校長先生の追悼の辞です。 

 

阪神・淡路大震災から、はや２４年が経ちます。また、２万人近い犠牲者を出した東日本大震災 

から８年が経とうとしています｡月日は流れても、被災された方々の悲しみは消えるものではありま 

せん。そして、一昨年４月には熊本で、昨年９月には北海道で大地震が起こりました。全国には、 

今なお、ふるさとを遠く離れて避難生活を送っておられる方々がおられます。また、近い将来、東 

南海地震の発生が危惧される中で、今我々が暮らしていることを忘れてはなりません。２４年前の 

あの阪神淡路大震災の被災記憶をたどるとき人知を越えた自然災害に対する備えや心構えが十分で 

あったろうかと反省します。同時に被災者同士の助け合いや日本国中、そして世界中から差し伸べ 
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られた温かい支援に対する感謝の気持ちも忘れてはなりません。 

    度重なる震災で得た教訓を人々に伝え、困難と向き合い続けている被災者と心を共にしましょう。 

被災地の復興を願い、次なる災害に備える防災と減災の輪を広げていきましょう。 

    それでは、阪神・淡路大震災、東日本大震災をけじめとした自然災害によるすべての犠牲者の 

方々に哀悼の意を込めて黙とうを捧げたいと思います。  （黙とう） 

 

近隣の昆陽池公園では「きょう命」をテーマに犠牲者追悼のつどいが行われました。本校からもその準備 と

つどいにボランティア部の部員を中心に有志の生徒たちが参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月１０日（木） 放課後理科講義室にて、教職員対象に保健部主催の「ワックス掛け講習会」が行われまし

た。西高に初めて赴任した教員や機械の扱いに不慣れな教員が参加しました。講師は本校の校務員さんたちです。

床を磨くポリッシャーがなかなか手ごわい相手です。使いこなすには「コツ」が要ります。残念ながら写真はあ

りませんが、機械が右へいったり、左にいったりなかなかいうことを聞きません。中には１回でコツをマスター

し、「おもしろ～い」と上手に使いこなせるようになった教員もいました。楽しく且つ真剣に、各学年の大掃除・

ワックス掛けに備えました。予定では３年生が１月２８日（月）、２年生、１年生も３月下旬に使用します。生

徒の皆さんも１年間使った教室を綺麗にしてくださいね！ 

 

 

 

 

１月中旬から２月上旬にかけて、学校評価アンケートを実施します。評価表紙

は生徒用、保護者用、教員用とありますが、日頃の学校運営について皆さんに評

価をしていただき、次年度学校運営に生かすためのものです。生徒の皆さんと教

職員は学校で、保護者の皆様には生徒が評価用紙を持ち帰りますので、回答いた

だきご提出ますようご協力をお願いします。評価結果については西高ニュースで

お伝えする予定です。 
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